
歎
異
抄

に
お
け

る
身

の
概
念

に

つ
い
て

の

一
考
察

西

田

真

因

第

一

緒
言

本
考
察

の
目
的
は
歎
異
抄
後
序

の

「
自
身

ハ
コ
レ
現

二
罪
悪
生
死
ノ

凡
夫
肱
劫

ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
ツ
子

ニ
シ
ツ
ミ
ツ
子

二
流
転

シ
テ
出
離
ノ
縁

ア
ル
コ
ト
ナ
キ
身
」
の

「身
」

の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る

こ

と

で

あ

る
。
こ
の
機
の
深
信
の
言
葉
が
善
導
、
法
然
、
親
驚
と
伝
承
さ
れ
、
歎

異
抄
に
来
て
重
大
な
転
換
を
す
る
。
善
導
大
師
は

「
二
者
決
定
深
信
自

(1
)

身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
肱
劫
已
来
常
没
常
流
転
無
有
出
離
之
縁
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
法
然
で
は

「
決
定
シ
テ
フ
カ
ク
自
身

ハ
コ
レ
罪

悪
生
死
ノ
凡
夫
ナ
リ
、
肱
劫

ヨ
リ
已
来
ッ
ネ

ニ
流
転
シ
テ
出
離
ノ
縁
ア

(2
)

ル
コ
ト
ナ
シ
ト
信
ジ
」
(『
三
部
経
大
意
』
)
、
「
一
に
は
決
定
し
て
、
わ
が

身
は
、
こ
れ
煩
悩
を
具
せ
る
罪
悪
生
死
の
凡
夫
也
、
善
根
う
す
く
す
く

な
く
し
て
肱
劫
よ
り
こ
の
か
た
、

つ
ね
に
三
界
に
流
転
し
て
出
離
の
縁

(
3
)

な
し
と
信
ず
べ
し
」
(「御
消
息
」)
、
ま
た
聖
覚
法
印
で
は

「
ひ
と

つ

に

は
、
わ
が

み
は
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
肱
劫
よ
り
こ
の
か
た
、

つ
ね
に
し

づ
み
、

つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信
ず
」
(『唯

(
4
)

信
鋤
』)
、
ま
た
親
鶯
で
は

「
二
つ
に
は
決
定
し
て
深
く
自
身
は
現

に
是

罪
悪
生
死
の
凡
夫
肱
劫
よ
り
こ
の
か
た
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離

の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信

ず
」
(坂
東
本

『教
行
信
証
』
の
親
鶯
加
点
の
延

(
5
)

書
)
、
「
一
つ
に
は
決
定
し
て
、
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、

肱
劫
よ
り
こ
の
か
た
、

つ
ね
に
没
し
つ
ね
に
流
転
し
て
、
拙
離

の
縁
あ

(6
)

る
こ
と
な
し
と
深
信
す
べ
し
」
(『愚
禿
紗
』
下
)
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
歎
異
抄
で
は

「善
導
ノ
、
自
身

ハ
コ
レ
現

二
罪
悪
生
死

ノ

凡
夫
肱
劫

ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
ッ
子

ニ
シ
ツ
ミ
ツ
子

二
流
転
シ
テ
出
離
ノ
縁

ア
ル
コ
ト
ナ
キ
身
ト
シ
レ
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
語
尾

が
善
導
、
法
然
、
聖
覚
、
親
鷲

の
よ
う
に

「
-
な

し
と
信
ず
」
と
か

「
-
な

し
と
深
信
す
ぺ
し
」
で
は
な
く
、
「
-
ナ

キ
身
ト

シ

レ
」

と

な

っ
て

い

る
。

「
自

身

ハ
ー

ナ

キ
身

」

と

な

っ

て
、

こ

の

「
身

」

と
い
う

一
語
が
加
わ

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
善
導

の
機
の
深
信
の
言
葉
か

ら
見
れ
ば
不
正
確

・
逸
脱
と
考
え
ら
れ
る
が
、

し
か
し
わ
た
く

し
は
こ

こ
に
歎
異
抄
の
画
期
的
な
意
味
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
一
語
が
信
心

(
7
)

史
を
画
し
た
。
そ
こ
で
私
は
こ
の

「身
」
を
取

り
上
げ
て
そ
の
信
心

の

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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歎
異
抄

に
お
け

る
身

の
概
念

に

つ
い
て
の

二
考
察

(
西

田
)

範
疇
に
お
け
る
意
味
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
し
か
し

精
神
に
対
す
る
身
体

の
復
権
と
か
理
性
に
対
す
る
感
性
の
回
復
と
い
っ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
問
題
意
識

の
上
に
立

っ
て
、
そ
れ
を
問
題
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
歎
異
抄
そ
れ
自
体

の
意
味
場
に
お
い

て
、
こ
の

「身
」
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
。
歎

異
抄
の
意
味
場
と
は
信
心
の
意
味
場
で
あ
る
。
そ
の
信
心
の
意
味
場
に

お
い
て
は
、
こ
の

「
身
」
は
ど
う
い
う
概
念
を
持

っ
た
言
葉
な
の
で
あ

ろ
う
か
、
そ
れ
を
探
究
し
た
い
と
思
う
。

第

ニ

ミ
と

コ
コ
ロ
と

ワ

先
ず
こ

の

「
身
」
に
つ
い
て
語
源
的
次
元
の
考
察
を
加
え
て
お
き
た

い
。
漢
字

の

「
身
」
の
字
形
は

「
女
子
が
妊
娠
し
て
腹
が

大

き

く

な

り
、
中
に
子
の
あ
る
形
を
表
す
象
形
字
」
で
あ
る
。
も
と
も
と
身
は
妊

娠
の
娠
の
本
字
で
あ
り
、
妊
娠
は

「妊
身
」
と
表
す
の
が
正
し
い
。
し

た
が

っ
て
単
に
肉
体
の
意
味
に
使
う
の
は
借
用
で
あ
る
。
字
音
は
「娠
」

(8
)

か
ら
来
て
い
て

「
シ
ソ
」
と
い
う
。

「自
身

ハ
」
と
い
う
と
き
は
身

は

シ
ソ
と
読
む
が
、
「
ナ
キ
身
」
の
と
き
は
身
は
ミ
と
読
む
。

こ
の

「
ミ
」

音
は
実
は
日
本
語
で
あ
り
、
漢
語

・
漢
字
の
入

っ
て
来
な
い
以
前

か
ら

日
本
に
あ

っ
た
い
わ
ゆ
る
基
礎
日
本
語
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
身
を
ミ

と
読
む
の
は
訓
読
み
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
基
礎
日
本
語
と
し
て

の
ミ
の
意
味
を
尋
ね
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
清
水
秀
晃
氏
に
よ

る
と
、
ミ
の
母
義
は
大
き
く
二
類
に
分
け
ら
れ
、
甲
類
は
漢
字
で
言
え

ば

「
真
」
に
当
た
る
意
味
を
母
義
と
し
、
乙
類

は
漢
字
で
言
え
ば
「実
」

に
当
た
る
意
味
を
母
義
と
し
て
い
る
と
言
う
。
そ

し
て
甲
類
の
ミ
(真
)

は
理
想
面
の
充
実
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
神

・
霊

・
精
.
淳
.
正
の
意

味
を
意
味
し
、
乙
類

の
ミ

(実
)
は
現
実
面

の
充
実
を
モ
チ
ー
フ
と

し

(9
)

て
、
実
在

・
充
実

・
果
実

・
中
身
等
の
意
味
を
意
味
す
る
と
言
う
。
し

た
が

っ
て
ミ
を
甲
類
で
と
れ
ば
霊

・
魂

・
精
神
と
な
り
、
乙
類
で
と
れ

(10
)

ぽ
ミ
は
実
で

「
人
体
に
あ

っ
て
内
を
充
た
す
体
肉
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
肉
体

・
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
し
て
み
る
と
基
礎
目
本
語
と
し
て
の
ミ
は
精
神
と
肉
体
と
の
両

方
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
漢
字

と
し
て
の
身

は
肉
体

を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
ミ
と
訓
読
み
し
た
と
き
、
文
脈

に
よ

っ
て
は
肉
体
を
意
味
す
る
か
、
精

神

(霊

一
魂
、
宙
分
、
自
己
)
を

意
味
す
る
か
の
両
方
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
そ
れ
を
具
体
的

に
そ
の
文
脈
に
お
い
て
読
み
取

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

そ
の
文
脈
に
よ

っ
て
は

一
義
的
に
は
決
定
し
が

た
い
身
も
あ
る
。
む
し

ろ
重
複
的

・
立
体
的
な
深
い
読
み
が
要
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
魑

歎
異
抄
の
身

(ミ
)
の
用
例
は
十
五
例
あ

り
、
身

(
シ
ソ
)
と

読

む

用
例
は
六
例
あ
る
。
肉
体

・
か
ち
だ
に
当
た
る
類
義
語

は

「身

(
ミ
・

シ
ソ
)
の
ほ
か
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
次
に
肉
体

に
対

し

て

心

は

「
コ
ゝ
ロ
」
(名
詞
と
し
て
)
が
三
十
例
あ
り
、
「
コ
ゝ
ロ

エ
ル
」
は
四

例
、
「
コ
ゝ
ロ
サ
シ
」
は
二
例
、
ま
た

「
コ
ゝ
ロ
ニ
ク
シ
」
、
「
コ
ゝ

ロ

ホ
ソ
シ
」
と
い
う
形
容
詞
が
二
例
で
あ
る
。
漢
字

の

「心
」
の
用
例
は
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「
信
心
」

の

「
心
」
は
三
十
二
例
、
「
廻
心
」
の

「
心
」
は
六
例
あ
る
。

基
礎
目
本
語

コ
コ
ロ
は
漢
字

の
心
に
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

伺
じ

概
念
で
は
な
い
。
基
礎
日
本
語

の
コ
コ
ロ
は
広
い
概
念
で
あ

っ
て
、
知

性

・
感
情

・
意
志
の

一
切
を
含
ん
だ
概
念
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
歎
異

抄
で
は
そ

の
語
の
用
い
ら
れ
て
い
る
文
脈
に
よ

っ
て
、
感
情

・
意
欲

・

意
志

・
思

い

・
自
我
心

・
判
断

・
本
意

・
徳
な
ど
の
意
味

に
な
る
。

次
に

「
ワ
カ
コ
コ
ロ
」
、
「
ワ
レ
ラ
カ
身
」
、
「
ワ
カ

ハ
カ

ラ

ヒ
」

の

「
ワ
」
で
あ
る
。
ワ
は
日
本
語
文
法

の
次
元
で
は
一
人
称

の
代
名
詞
で

あ
る
。
し
か
し
心
理
学

・
哲
学
的
次
元
で
は
自
己
意
識
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
。
心
理
学

・
哲
学
で
は
こ
の
自
己
意
識
の
明
確
化
が
自
我

の

確
立
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
歎
異
抄
の
信
心
の
意
味
場
で

は
、
ワ
が
確
立
の
方
向
で
は
な
く
、
消
滅
の
方
向
で
問
題
と
な

っ
て
来

た
。
な
ぜ

ワ
を
肯
定
し
強
化
す
る
方
向
で
は
な
く
、

否
定
し
消
滅

の
方

向
で
問
題
と
な

っ
て
来
た
の
か
。
そ
れ
は
意
識
の
病
と

そ

の
克

服
、

-
つ

ま
り
信
仰
主
体
の
確
立
と
い
う
問
題
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
歎
異
抄
の
信
心
の
深
層
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
形
で
分
折

し
て
見
た

い
と
思
う
。

第

三

《
自
己
構

造
》

歎
異
抄

に
お
け
る
意
識
と
心
と
精
神
と
肉
体
と
の
関
係
を
仮
に
図
解

し
て
考
え
て
見
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
第

一
図
で
は
「
ワ

(吾
・
我
)」

と

「
ミ

(
肉
体
)
」
と

「
コ
コ
ロ

(心
)」
と
の
正
三
角
形

を
描

く
。

ワ

を

頂
点

に

し

て
、

ミ

(
肉
体
)

を

底

辺

の
左

に
、

コ

コ

ロ

(
心
)

を

底

辺

の
右

に
と

る
。

こ

の
面

を

A

面

と

す

る
。

ワ

(吾

・
我
)

が

ミ

(肉

体
)

を

「
ワ
ガ

ミ
」

と

し

て

意

識

し
、

コ

コ

ロ

(
心
)
を

「
ワ

ガ

コ

コ
・

ロ
」

と

し

て
意

識

す

る
。

逆

に
言

え

ば

ワ

(
吾

・
我
)

に
と

っ
て

ミ

(
肉

体
)

は

ワ

に
所

有

さ

れ

て

い
る

も

の

で
あ

り
、

コ

コ

ロ

(
心
)

は

同

じ

く

ワ
に

よ

っ
て
所

有

さ

れ

て

い
る

も

の

で

あ

る
。

ワ

(
吾

・
我
)

は
機

能

す

る
意

識

で
あ

る
が
、

単

な

る

機

能

的

意

識

で

は

な
く

理

性

的

質

を

完成図 《自己構造》

ワ(吾 ・我)

ミ(肉体) コ コ ロ(心)

歎
異
抄

に
お
け

る
身

の
概

念
に

つ
い
て
の

一
考
察

(
西

田
)
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歎
異
抄
に
お
け
る
身

の
概
念

に

つ
い
て
の

一
考
察

(
西

田
)

も

っ
た
機
能
的
意
識
で
あ
り
、
精
神
的
機
能
意
識
で
も
あ
る
。
だ
か
ら

ミ

(肉
体
)
や

コ
コ
ロ

(心
)
を
わ
が
も
の
と
し
て
自
由

に
支
配

し
操

作
し
よ
う
と
す
る
。
と

こ
ろ

が

ミ

(肉
体
)
や

コ
コ
ロ

(心
)
は
決
し

て
ワ

(吾

・
我
)
の
自
由
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
ワ

(吾
・

我
)
と
ミ

(肉
体
)
、
ワ

(吾
・
我
)
と

コ
コ

ロ

(心
)
と

の

矛
盾
、
対

立
、
葛
藤
が
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
感
情
と
し
て
は
苦
と
し
て
感
じ

ら
れ
る
。
そ
こ
に
そ
の
苦
を
ど
う
し
て
解
決
す
る
か
と
い
う
問
題
が
登

場
し
て
く

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
な
ぜ
苦
が
起
き
る
の
か
と
い

う
原
因
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
出
て
来
る
。

と
こ
ろ
で
、
ワ

(吾

・
我
)
に
と

っ
て
ミ

(肉
体
)
と
は
第

一
次
的
に

は
物
理
的
存
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
生
物
学
的

・
生
理
学

的
な
有
機
体
で
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
の
有
機
体
そ
れ
自
体
の
活
動
か
ら

起
き
て
く

る
飢
え

・
渇
き
、
眠
気
、
疲
労
、
痛
み
と
い
っ
た
感
覚
は
、

ワ

(吾
・
我
)
の
制
御
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た

コ
コ
ロ

(心
)
は

恐
れ
、
怒

り
、
悲
し
み
、
喜
び
、
好
き

嫌
い
、
憎

し

み

・
愛

な
ど

で
、
こ
れ
も
ま
た
ワ
の
意
志
通
り
に
自
由
に
制
御
で
き
な
い
。
だ
か
ら

ワ

(吾
・
我
)
に
と

っ
て
ミ

(肉
体
)
と

コ
コ
ロ

(心
)
は
と

も

に

ワ

(吾
・
我
)

の
意
識
と
し
て
は
自
己
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
な

が

ら
、

却

っ
て
実
存
的
に
は
自
己
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
両
者
の
関
係
構
造
の

と
こ
ろ
に
問
題

の
根
が
あ
る
。

次
に
第
二
図
と
し
て
、
ワ

(吾

・
我
)
と
ミ

(肉
体
)
と

ミ

(魂
.
自

己
)
と
い
う
正
三
角
形
の
構
造
が
あ
る
。
ミ
は
ミ

(肉
体
)
と
、ミ

(魂
.

自
己
)
と
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
言

っ
た
。
ミ

(自
己

・
魂
)
は
自
己

自
身
と
言

っ
て
も
い
い
。
そ
れ
は
ミ

(肉
体
)
の
よ
う
に
物
理

的
実
在

で
は
な
く
、

ワ

(吾

・
我
)
の
よ
う
に
意
識
的
実
在
で
も

な

い
。
そ
れ

は
主
体
性
と
い
っ
た
力
学
的
中
心
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
バ

ラ
ソ
ス

の
中
心
の
よ
う
な
も
の
で
、
空
、
あ
る
い
は
ゼ

ロ
の
よ
う
な
も

の
で
あ

る
。
こ
の
正
三
角
形

の
面
を
B
面
と
す
る
。

次
に
第
三
図
で
、
ワ

(吾

・
我
)
と

コ
コ
ロ

(心
)
と
ミ

(自
己
.
魂
)

と
い
う
三
項
の
正
三
角
形

の
構
造
で
あ
る
。
こ
の
正
三
角
形

の
面
を
C

面
と
す
る
。
次
に
第
四
図
で
、
ミ

(自
己
.
魂
)
と
ミ

(肉
体
)
と

コ
コ

ロ

(心
)
と
い
う
三
項
の
正
三
角
形
の
構
造
で
あ
る
ゆ
こ
の
正
三
角
形

の
面
を
D
面
と
す
る
。
こ
の
A

・
B

・
C

・
D

の
四
面
が
合
わ
さ

っ
て

正
四
面
体
が
で
き
る
。

ワ

(我

・
吾
)
と
ミ

(肉
体
)
と
コ
コ

ロ

(心
)

と
ミ

(自
己
・
魂
)
と
の
四
項
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
構
造
に

な

っ
て

い
る
。
こ
れ
を

《
自
己
構
造
》
と
名
付
け
る
。

第
四

第

三
信

心

の
次
元

の
フ

(吾

・
我
)

歎
異
抄
の
信
心
と
は

《
「
弥
陀
ノ
誓
願
不
思
議

ニ
タ
ス
ケ
ラ
レ

マ

ヒ

ラ
セ
テ
往
生
ヲ

ハ
ト
ク
ル
ナ
リ
」
と
信
じ
る
信
心
》
で
あ
る
。

こ
の
信

心
の
意
味
場
が
開
か
れ
る
と
き
、

こ
の

《
自
己
構
造
》
は
ど
う
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
四
項
、

四
面
が
ど

の
よ
う
な
意
味
空
間
を

開
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
歎
異
抄
の
問
題

で
あ
る
。

ワ

(吾

・
我
)
は
意
識
で
あ
り
、
自
我
意
識
で
あ
る
。

こ
の
ワ
が

起
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点
と
な

っ
て
、
全
て
を
対
象
化
す
る
。
「
ワ
ガ
ミ
」
ど
は
、
ワ

(吾

・
我
)

を
見
る
自
分
と
す
る
な
ら
ミ

(肉
体
)
は
見
ら
れ
る
自
分
で
あ

る
。
唯

識
的
に
言
え
ば
見
分
と
相
分
で
あ
る
。

こ
れ
は
コ
コ
ロ

(心
)
と
の
関

係
も
見
る
自
分
と
見
ら
れ
る
自
分
と
な
る
。
自
証
分
と
見
分
で
あ
る
。

先
程
言

っ
た
よ
う
に
、
見
る
自
分
と
見
ら
れ
る
自
分
と
の
関
係
は
心
理

的
に
は
矛
盾
、

対
立
、
葛
藤
が
起

こ
る
。
「
バ
カ
ラ
ヒ
」
が

働

く
。

こ

れ
が
第

二
自
我
の
次
元
で
あ
る
。

第
二
自
我
の
次
元
で
は
、

ワ

(吾
・
我
)
は
見
ら
れ
た
自
分
と

し

て

の
ミ

(肉
体
)
-
飢

え

・
渇

き

・
欲

望

と

い

っ
た
生

理

・
本

能

に

近

い
部
分
や

コ
コ
ロ

(心
)
-
恐

れ
、
怒
り
、
悲

し
み
、
憎
し

み

・
嫉

妬
と
い

っ
た
煩
悩
の
部
分
を
ワ

(吾
・
我
)
自
身

の
力
で
抑
圧
し

た

り

排
除
し
た
り
し
て
制
御
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
の
原
理
は
悪
を
廃
し

(
1
1
)

善
を
修
す
る
と
い
う
廃
悪
修
善
の
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
徳
原
理
で

あ
る
。

こ
れ
が
宗
教
と
な
る
と
繊
を
棄
て
浄
を
願
う
神
道
と
な
る
。
仏

教

の
中

で
は
親
鷲
の
言
う
浄
土
門
に
対
し
て
聖
道
門
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
見
る
自
分
が
見
ら
れ
た
自
分
を
責
め
裁
く
と
い
う
対
立

・
葛
藤
は
い

つ
ま
で
も
続
く
。

第
三
信
心
の
次
元
と
は
、
「弥
陀

ノ
智
慧
ヲ
タ
マ
ハ
リ
テ
、
日

コ

ロ

ノ
コ
、コ
ロ
ニ二
ア
ハ
往
生
カ
ナ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
ト
オ
モ
イ
テ
、
モ
ト
ノ
コ
コ

ロ
ヲ
ヒ
キ
カ
ヘ
テ
、
本
願
ヲ
タ
ノ
ミ
マ
イ
ラ
ス

ル
」
と

こ
ろ

の

「
回

心
」
を
潜

る
こ
と
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
信
仰
意
味
空
間
で
あ
る
。

ワ

(吾
.
我
)
は
ミ

(肉
体
)
-
飢

え

・
渇
き
、
性
欲
、
眠
気
、
疲

労
、

怠

惰

な

ど

肉

体

そ

の
も

の
か

ら
湧

き

起

こ

っ
て
く

る
煩

悩

を
悪

と

し

て
稜

ど

し

て
責

め
裁

ぐ
。

そ

の
第

二
自

我
、
の
次

元

で

は
、

ゾ

(吾

・

我
)

は

ミ

(肉
体
)

こ
そ

悪

・
繊

な

る
も

の
で

あ

る

と

思

い

込

み
、

そ

れ

を
浄

化

し

な
け

れ

ば

な

ら

な

い

と
思

い
込

ん

で

い
る
。

だ

か

ら
第

二

自

我

の
次

元

で

の

ワ

(
吾

・
我
)

は
、

「
肱
劫

已
来

流

転

の
罪

悪

生
死

」

の
悪

の
も

の
は

ミ

(肉
体
)

で
あ

る

と

思

い
込

ん

で

い
る
。

ま

た

コ

コ

ロ

(
心
)

で

あ

る

と
思

い
込

ん
で

い
る
。

と

こ
ろ

が

「
弥
陀

ノ
智

慧

ヲ

タ

マ

ハ
ル
」

こ

と

に

よ

っ
て
、

そ

の

ワ

(
吾

・
我
)

こ
そ

悪

な

る

も

の

械

な

る

も

の
と

し

て

《
教

え

》

ら

れ

る
。

そ

の

《
教

え

》

と

の
出

遇

い

に
よ

る
臓

悔

を

通

し

て
、

ワ

(
吾

・
我
)

は

ミ

(肉
体
)
を

自

己

と

し

て

受

容

し
、

コ

コ

ロ

(
心
)

を
自

己

と

し

て
受

容

す

る
。

そ

の

と

き

ワ

(
吾

・
我
)

は

ミ

(自

己

・
魂
)
と

な

る
。

つ

ま

り

ワ

(
吾

・
我

)
が

ミ

(
肉
体
)
・
コ

コ

ロ

(
心
)
自

身

と

な

る
と

き
、

ミ

(自

己
.
魂
)
と

し

て

の

ワ

(
吾

・
我
)
が

誕

生
す

る

の
で
あ

る
。

第

五

結

語

「
自

身

ハ

コ
レ
現

二
罪

悪

生

死

ノ
凡

夫

肱

劫

ヨ
リ

コ

ノ
カ

タ

ツ
子

ニ

シ

ツ

ミ

ツ
子

二
流

転

シ
テ
出

離

ノ
縁

ア

ル

コ
ト

ナ

キ
身

」

と

い
う

「
身

」

は
、

実

は

こ

の
回

心

の

ワ

(吾

・
我
)

と

し

て

の

「
身

」

な

の

で
あ

る
。

言

い
換

え

れ

ぽ
、

信

心

の

ワ

(吾

噛
我
)

と

し

て

の

「
身

」

で

あ

る
。

そ

れ

は

ワ

(吾

・
我
)
、
ミ

(
肉
体
)
、
コ

コ

ロ

(心
)
、
ミ

(
自
己

・
魂
)

の

四
項

が

一
体

と

な

っ
た

「
身

」

で
あ

る
。

歎
異
抄

に
お
け
る
身
め
概
念

に

つ
い
て

の

二
考
察

(西

田
)
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歎
異
抄
に
お
け
る
身

の
概
念

に
つ
い
て

の

一
考

察

(西

田
)

そ
の
こ
と
を
信
心
の
意
味
場
で
言
え
ば
、
「自
身

ハ
コ
レ
現

二
罪

悪

生
死
ノ
凡
夫
肱
劫
ヨ
リ

コ
ノ
カ
タ
ッ
子

ニ
シ
ツ
ミ
ツ
子

二
流
転

シ
テ
出

離
ノ
縁

ア
ル
コ
ト
ナ
キ
身
」
の

「
身
」
は
信
仰
告
白

の
ミ

(自
己

・
魂
)

で
あ
る
。

し
か
も
実
在
的
に
三
世
を
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
し
て

来
た
と

い
う
事
実
を
表
白
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
神
話
的

表
象
を
通

し
て

《
罪
》
の
も
の
と
し
て
の
ワ

(自
己
。
魂
)
の
深

さ

を

告
白
し
、
そ
の
深
い
自
己
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
時
間
的
な
メ
タ
フ
ァ

ー
で
自

己
告
白
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
弥
陀

ノ
智
慧
ヲ
タ
マ

ハ
リ
テ
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
《教
え
》
の
光
り
に
照
ら
さ
れ

て

知

ら
さ
れ
た

《
わ
た
く
し
》
で
あ
る
。
歎
異
抄
で
は
、
そ
の
回
心
の
信
心

の

《
わ
た
く
し
》
を

「自
身

ハ
コ
レ
現

二
罪
悪
生
死
ノ
凡
夫
砿
劫

ヨ
リ

コ
ノ
カ
タ
ッ
子

ニ
シ
ツ
ミ
ツ
子

二
流
転
シ
テ
出
離
ノ
縁
ア
ル
コ
ト
ナ
キ

身
」
と

い
う

「
身
」
と
し
て
告
白
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

1

善
導

『観
経
四
帖
疏
』
散
善

・
上
品
上
生

・
深
信
釈
・
二
種
深
信
(『真

宗
聖
教
全
書
』
一
、
三
経
七
祖
部
、
五
三
四
頁
。)

2

『法
然

・
一
遍
』
日
本
思
想
大
系
10
、
岩
波
書
店
。

一
九
七
一
年
。
三

二
頁
。

3

『法
然

・
一
遍
』
日
本
思
想
大
系
10
。
二
二
二
頁
。

4

金
子
大
栄
編

『
親
鷲
著
作
全
集
』
法
蔵
館
発
行
、
六
七
〇
頁
。

5

『親
驚
』
日
本
思
想
大
系
11
、
岩
波
書
店
。

一
九
七

一
年
。
三
〇

七

頁
。

6

金
子
大
栄
編
、
前
掲
書
。
三
七
八
頁
。

7

た
だ
し
隆
寛
律
師
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る

「後
世
語
聞
書

(
後
世
物
語
聞
書
)」
に
お
い
て
も

「
ひ
と
つ
に
は
、
ふ
か
く
み
ず
か
ら

が
み
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
煩
悩
具
足
し
て
、
善
根
薄
少
に
し

て
、
つ
ね
に
三
界
に
流
転
し
て
、
肱
劫
よ
り
こ
の
か
た
出
離
の
縁
な
き
み

と
信
知
す
ぺ
じ
」
と
言
わ
れ
て
い
る

(金
子
大
栄
編
、
前
掲
書
。

二
〇
九

五
頁
)
。

8

山
田
勝
美
著

『漢
字
の
語
源
』
(角
川
書
店
。
昭
和
五
十
」

(
一
九
七

六
)
年
発
行
。

一
三
六
-
二

二
七
頁
。

9

清
水
秀
晃
著

『日
本
語
語
源
辞
典
』
、現
代
出
版
。
昭
和
五
十
九

(
一

九
八
四
)
年
。
三
四
〇
-
三
四
五
頁
。

m

清
水
秀
晃
著
、
前
掲
書
。
三
四
五
頁
。

11

歎
異
抄
で
は

「断
悪
修
善
」
(第
十
五
条
)
で
あ
る
。

*
《自
己
構
造
》
は
紙
面
の
都
合
上
、
完
成
図
の
み
を
掲
載
し
た
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

歎
異
抄
、
身
、
機
の
深
信

(真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
所
員
)

-200-


